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１
．
組
織
率
低
下
の
歯
止
め
に
貢

献
す
る
パ
ー
ト
の
組
織
化

　

正
社
員
中
心
の
企
業
別
組
合
が
主
体
で
あ

る
わ
が
国
の
労
働
組
合
は
、
非
正
規
雇
用
へ

の
関
与
に
は
消
極
的
だ
っ
た
。
し
か
し
近
年
、

非
正
社
員
の
組
織
化
に
乗
り
出
す
労
組
が
増

え
て
い
る
。

　
「
数
は
力
」
の
意
味
で
組
合
の
社
会
的
な

影
響
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い
え
る
組
織

率
は
、
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
右
肩
下
が

り
の
カ
ー
ブ
を
描
い
て
き
た
。
そ
の
組
織
率

低
下
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
、
こ
の

間
、
逆
に
右
肩
上
が
り
に
増
加
し
て
き
た
非

正
規
雇
用
の
組
織
化
を
す
す
め
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
と
な
る
。
労
働
組
合
が
非
正
規
雇

用
の
組
織
化
や
処
遇
改
善
に
重
い
腰
を
上
げ

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
は
、
労
働
組
合
の

社
会
的
な
影
響
力
低
下
に
加
え
、
従
業
員
の

半
数
以
上
を
非
正
規
雇
用
が
占
め
る
職
場
で

は
、
労
働
組
合
が
労
働
協
約
の
締
結
等
に
お

い
て
職
場
を
代
表
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な

る
現
実
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
一
職
場
で
類

似
し
た
仕
事
を
す
る
多
様
な
非
正
社
員
と
の

格
差
是
正
を
放
っ
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な

い
現
実
も
拡
大
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
二
〇
〇
九
年
の
「
労
働

組
合
基
礎
調
査
」（
厚
生
労
働
省
）
に
よ
る
と
、

推
定
組
織
率
（
雇
用
者
数
に
占
め
る
組
合
員

の
割
合
）
は
〇
九
年
か
ら
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
一
八
・
五
％
と
な
っ
た
。
上
昇
に
転

じ
た
の
は
実
に
三
四
年
ぶ
り
の
こ
と
。
一
〇

年
も
同
率
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
組
織
率
は
長

期
的
な
低
下
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
よ

う
に
み
え
る
。

　

二
〇
〇
九
年
の
組
織
率
が
増
加
に
転
じ
た

要
因
と
し
て
は
、
〇
八
年
秋
以
降
の
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
る
雇
用
労
働
者

数
（
分
母
）
の
減
少
が
大
き
い
も
の
の
、パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
中
心
と
す
る
非
正
規
雇

用
労
働
者
の
組
合
加
入
が
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。

　

二
〇
一
一
年
の
「
労

働
組
合
基
礎
調
査
」
か

ら
、
全
労
働
組
合
員
数
に

占
め
る
パ
ー
ト
組
合
員
比

率
を
見
る
と
、
九
四
年
に

一
・
三
％
に
過
ぎ
な
か
っ

た
も
の
が
、
二
〇
〇
三
年

に
は
三
・
二
％
へ
、
そ
し

て
二
〇
一
一
年
に
は
過
去

最
高
の
七
・
八
％
に
ま
で

上
昇
し
た
。
パ
ー
ト
組
合

員
数
は
七
七
万
六
〇
〇
〇

人
で
、
前
年
よ
り
五
万
人

増
え
て
い
る
（
表
）〔
な
お
、

二
〇
一
一
年
調
査
の
労
働

組
合
全
体
の
推
定
組
織
率

は
、
ベ
ー
ス
と
な
る
労
働

力
調
査
の
雇
用
者
数
が
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
岩
手
・
宮
城
・
福
島

の
三
県
を
除
い
た
デ
ー
タ

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
公

表
さ
れ
て
い
な
い
〕。

　

と
は
い
え
、
非
正
規

雇
用
労
働
者
が
全
体
で

一
七
〇
〇
万
人
超
と
な
る

　
労
働
組
合
に
よ
る
取
り
組
み
の
事
例

調
査
・
解
析
部

注： 1) 「パートタイム労働者」とは、短時間勤務の正規労働者以外で、その事業所の一般労働者より１日の所定労働時間が短い
者、１日の所定労働時間が同じであっても１週の所定労働日数が少ない者及び事業所においてパートタイマー、パート等
と呼ばれている労働者をいう。

2) 「短時間雇用者数」は、労働力調査の雇用者数のうち就業時間が週 35時間未満の雇用者の数値である。
3) 「推定組織率」は、パートタイム労働者の労働組合員数を短時間雇用者数で除して得られた数値である。
4) 平成 23年の雇用者数及び推定組織率については、労働力調査（平成 23年 6月分）が東日本大震災の影響により調査実
施が困難となった岩手県、宮城県及び福島県を除いて雇用者数の結果を公表しているため表章していない。

対前年差 対前年比

千人 千人 ％ ％ 万人 ％

平成 18 年 515 126 32.4 5.2 1,187 4.3

19 588 73 14.2 5.9 1,218 4.8

20 616 28 4.7 6.2 1,232 5.0

21 700 84 13.7 7.0 1,317 5.3

22 726 26 3.7 7.3 1,291 5.6

23 776 50 6.8 7.8 … …

年
パートタイム労働者の労働組合員数 全労働組合員

数 に 占 め る
割 合

短時間雇用者数 推定組織率
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組
織
化
を
進
め
る
執
行
部
側
の

人
的
・
財
政
的
余
裕
が
な
い

組
織
化
対
象
者
側
に
時
間
的
余

裕
が
少
な
く

組
織
活
動
が
実
施

し
に
く
い

組
合
へ
の
関
心
が
薄
い

要
求
内
容
が
正
規
労
働
者
の
利

害
と
対
立
す
る
又
は
対
立
す
る

可
能
性
が
あ
る

組
合
費
の
設
定
・
徴
収
が
困
難

そ
の
他

パートタイム労働者

フルタイムの非正規労働者

派遣労働者

表　パートタイム労働者の労働組合員数及び推定組織率の推移
（単位労働組合）

図　非正規労働者の組織化を進めていく上での問題点別労働組合割合
（非正規労働者の組織化を進めていく上での問題「あり」=100　複数回答）



特集―非正規労働者の組織化と処遇改善

Business Labor Trend 2012.3

15

中
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
組
織
化
の
余
地
は

ま
だ
ま
だ
大
き
い
。

２
．
非
正
社
員
へ
の
関
与
を
強
め

る
労
働
組
合

　

こ
う
し
た
傾
向
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
厚

生
労
働
省
の
「
労
働
組
合
活
動
実
態
調
査
」

（
二
〇
一
〇
年
）
に
よ
る
と
、
非
正
規
労
働

者
の
課
題
に
取
り
組
む
労
働
組
合
が
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。
同
調
査
は
、
労
働
環
境
の

変
化
が
組
合
活
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
目
的

で
、
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
非
正
規
労
働
者
に
関
す
る
取
り

組
み
が
「
あ
り
」
と
す
る
労
働
組
合
の
割
合

は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
派
遣
労
働
者

と
も
に
前
回
（
二
〇
〇
五
年
）
か
ら
大
き
く

伸
び
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
関
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
組
合
が
四
七
・
一
％
（
〇
五

年
二
五
・
五
％
）、
同
じ
く
派
遣
労
働
者
は

二
三
・
九
％（
同
一
四
・
九
％
）と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
同
調
査
に
よ
る
と
、
非
正
規
労

働
者
の
組
織
化
を
進
め
て
い
く
上
で
、
以
下

の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
と
労
組
は
考
え
て

い
る
（
図
）。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
組
織
化
を
進

め
て
い
く
上
で
の
問
題
点
と
し
て
（
複

数
回
答
）、「
組
合
へ
の
関
心
が
薄
い
」

六
〇
・
七
％
、「
組
合
費
の
設
定
・
徴
収
が

困
難
」
四
九
・
三
％
、「
組
織
化
を
進
め
る

執
行
部
側
の
人
的
・
財
政
的
余
裕
が
な
い
」

四
二
・
四
％
な
ど
と
し
て
い
る
。

　

契
約
・
嘱
託
社
員
と
い
っ
た
フ
ル
タ
イ

ム
の
非
正
規
労
働
者
の
問
題
点
と
し
て

も
同
様
に
、「
組
合
へ
の
関
心
が
薄
い
」

（
五
四
・
五
％
）、「
組
合
費
の
設
定
・
徴
収
が

困
難
」（
四
三
・
九
％
）、「
組
織
化
を
進
め
る

執
行
部
側
の
人
的
・
財
政
的
余
裕
が
な
い
」

（
三
九
・
四
％
）
の
順
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
み
る

と
、「
組
合
費
の
設
定
・
徴
収
が
困
難
」

（
五
三
・
七
％
）
が
ト
ッ
プ
と
な
り
、以
下
「
組

合
へ
の
関
心
が
薄
い
」（
四
九
・
三
％
）、「
組

織
化
を
進
め
る
執
行
部
側
の
人
的
・
財
政
的

余
裕
が
な
い
」（
四
一
・
二
％
）と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
み
る
と
、
ま
ず
労
働
組

合
は
組
合
の
役
割
や
必
要
性
を
非
正
規
労
働

者
に
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

３
．
連
合
に
よ
る
組
合
づ
く
り
プ

ラ
ン

　

連
合
が
パ
ー
ト
労
働
者
等
の
組
織
化
を
重

点
分
野
に
位
置
づ
け
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年

の
第
七
回
定
期
大
会
だ
っ
た
。
こ
の
大
会
で

提
起
さ
れ
た
「
組
合
づ
く
り
・
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
２
１
」
で
は
、「
組
合
員
の
範
囲
を

パ
ー
ト
や
派
遣
な
ど
非
典
型
労
働
者
に
拡
大

し
た
組
織
化
が
急
務
で
あ
る
」
と
の
ス
タ
ン

ス
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
。
二
〇
〇
一
年

一
〇
月
か
ら
〇
三
年
九
月
ま
で
の
二
年
間
を

第
一
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
、
正
社

員
・
パ
ー
ト
を
含
む
全
体
の
組
織
拡
大
目
標

を
六
〇
万
人
に
設
定
し
た
も
の
の
、
組
織
化

で
き
た
の
は
二
九
万
三
〇
〇
〇
人
で
、
達
成

率
は
ほ
ぼ
半
分
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

第
二
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
〇
三

年
一
〇
月
か
ら
二
年
間
の
組
織
拡
大
目
標
総

数
を
五
四
万
人
と
し
た
も
の
の
、
組
織
化
で

き
た
の
は
目
標
数
値
の
二
割
以
下
に
終
わ

り
、
パ
ー
ト
の
組
織
化
も
停
滞
。
と
こ
ろ

が
、
続
く
第
三
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

は
、
パ
ー
ト
の
組
織
化
が
躍
進
す
る
。
〇
五

年
一
〇
月
か
ら
二
年
間
の
組
織
拡
大
目
標
総

数
を
六
〇
万
人
（
う
ち
パ
ー
ト
等
非
正
規
の

組
織
化
一
二
万
人
）+

α
と
し
た
が
、
最
終

的
に
は
三
六
・
三
万
人
を
組
織
化
し
、
達
成

率
は
六
〇
・
五
％
に
高
ま
っ
た
。
こ
の
第
三

次
の
取
り
組
み
の
特
徴
と
し
て
は
、
組
織
拡

大
の
四
七
％
が
パ
ー
ト
で
占
め
ら
れ
た
こ
と

だ
。
パ
ー
ト
の
拡
大
目
標
で
あ
る
一
二
万
人

を
上
回
る
一
七
万
人
の
組
織
化
を
達
成
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
パ
ー
ト
が
多
い
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン

セ
ン
同
盟
や
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
（
Ｊ
Ｓ

Ｄ
）
な
ど
で
、
組
合
員
資
格
の
見
直
し
等
に

よ
り
、
パ
ー
ト
の
大
量
加
入
が
相
次
い
だ
こ

と
が
あ
る
。

４
．
非
正
規
雇
用
の
処
遇
改
善
に

向
け
た
動
き

（
１
）
連
合
が
「
パ
ー
ト
共
闘
」
を
設
置

　

連
合
は
組
織
化
だ
け
で
な
く
、
非
正
規
雇

用
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
よ
う
呼
び
掛
け

て
い
る
。
連
合
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
パ
ー
ト

な
ど
非
正
規
雇
用
の
多
い
産
別
が
中
心
と

な
っ
て
「
パ
ー
ト
共
闘
」
を
発
足
。
春
闘
を

通
じ
た
賃
金
の
底
上
げ
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
。

　

さ
ら
に
非
正
規
対
策
を
強
化
す
る
た
め
に
、

二
〇
〇
八
年
一
一
月
の
中
央
委
員
会
で
新
た

に
、
連
合
全
体
の
二
年
間
の
組
織
拡
大
目
標

を
設
定
し
た
。
こ
の
方
針
を
推
進
す
る
た
め
、

連
合
は
年
間
予
算
総
額
の
二
〇
％
を
組
織
拡

大
に
あ
て
、
本
部
に
組
織
拡
大
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
、
抜
本
的
な
体
制
強
化
を
は

か
っ
た
。

　
「
パ
ー
ト
共
闘
」
は
発
足
以
降
、
①
「
同

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」
を
基
本
に
、
正
社

員
と
パ
ー
ト
労
働
者
等
と
の
整
合
性
が
確
保

さ
れ
た
人
事
・
賃
金
制
度
づ
く
り
②
パ
ー
ト

労
働
者
等
を
含
め
た
企
業
内
最
低
賃
金
協
定

の
締
結
と
協
定
額
の
引
き
上
げ
③
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
時
間
給
、
そ
の
他
待
遇
の
改

善
―
―
の
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
た
。
そ
の
後
、

〇
八
年
の
春
季
生
活
闘
争
（
春
闘
）
か
ら
は
、

「
正
社
員
と
の
均
等
・
均
衡
待
遇
の
実
現
」「
時

間
給
の
改
善
」「
企
業
内
最
低
賃
金
の
協
定

化
・
協
定
額
引
き
上
げ
」「
パ
ー
ト
労
働
者

の
組
合
員
化
・
組
合
づ
く
り
」
の
四
本
柱
を

掲
げ
て
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
き
た
。

　

パ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
非
正
規
雇
用
の
処

遇
改
善
に
取
り
組
む
組
合
が
増
加
す
る
な
か
、

連
合
の
二
〇
一
〇
春
闘
で
は
初
め
て
、
す
べ

て
の
労
働
者
を
対
象
に
闘
争
を
展
開
す
る
と

宣
言
。
二
〇
一
二
春
闘
は
そ
の
三
年
目
の
取

り
組
み
と
な
る
。

　

連
合
の
二
〇
一
二
闘
争
に
お
け
る
非
正
規

労
働
者
の
具
体
的
な
対
応
方
針
で
は
、
昨
年

新
設
し
た
「
非
正
規
共
闘
」
を
強
化
し
、パ
ー

ト
だ
け
で
な
く
、
派
遣
な
ど
間
接
労
働
者
も

含
む
総
合
的
な
労
働
条
件
の
改
善
を
め
ざ
す

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
製
造
業
派
遣
の
原
則

禁
止
を
削
除
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
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労
働
者
保
護
の
強
化
と
雇
用
安
定
を
実
現
す

る
た
め
、
継
続
審
議
と
な
っ
た
労
働
者
派
遣

法
改
正
法
案
の
早
期
成
立
を
め
ざ
す
方
針
だ
。

（
２
） 「
年
越
し
派
遣
村
」
が
生
ん
だ
変
化

　

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
、
請
負
と

い
っ
た
非
正
規
労
働
者
の
増
大
と
と
も
に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
っ
た
の
が
、
個
人

加
盟
の
「
ユ
ニ
オ
ン
」
だ
っ
た
。
一
人
で
も

加
入
で
き
る
労
働
組
合
と
し
て
は
、「
合
同
労

組
」が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
ユ
ニ
オ
ン
」

と
は
組
織
形
態
を
異
に
し
て
い
る
。
合
同
労

組
は
旧
総
評
の
全
国
一
般
の
よ
う
に
、
基
本

は
個
人
加
盟
で
も
、
企
業
毎
に
多
数
派
を
形

成
す
る
手
法
を
と
り
、
事
業
所
な
ど
を
単
位

と
し
た
支
部
・
分
会
を
置
く
こ
と
が
一
般
的

だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
ユ
ニ
オ
ン
」
は
、
企
業

別
に
は
組
織
さ
れ
に
く
い
労
働
者
が
一
定
の

地
域
内
で
企
業
を
超
え
て
結
集
す
る
形
態
だ
。

　
「
派
遣
」「
管
理
職
」「
女
性
」「
ガ
テ
ン
系
連

帯
」「
首
都
圏
青
年
（
フ
リ
ー
タ
ー
）」
と
い
っ

た
名
称
を
冠
し
、
今
は
耳
慣
れ
た
「
ユ
ニ
オ

ン
」
が
存
在
感
を
増
し
て
き
た
背
景
に
は
、

「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」（
働
く
貧
困
層
）
の
拡

大
が
あ
る
。〇
七
年
一
〇
月
に
発
足
し
た「
反

貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
は
中
心
と
な
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
市
民
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
連
合
や
全
労

連
な
ど
既
存
の
組
織
を
超
え
て
労
組
も
関
与

し
た
。
こ
の
枠
組
み
を
ベ
ー
ス
に
し
た
共
同

行
動
の
積
み
重
ね
が
、〇
八
年
末
年
に
東
京
・

日
比
谷
公
園
で
開
村
し
た「
年
越
し
派
遣
村
」

に
つ
な
が
る
。

　

〇
八
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
機

に
派
遣
や
期
間
工
で
働
く
非
正
規
労
働
者
の

大
量
解
雇
・
雇
止
め
が
発
生
。「
ユ
ニ
オ
ン
」

や
労
働
諸
団
体
が
推
進
役
と
な
っ
た
「
年
越

し
派
遣
村
」は
期
間
中
、こ
う
し
た
職
を
失
っ

た
労
働
者
に
対
し
て
、
食
料
と
住
ま
い
を
提

供
し
た
だ
け
で
な
く
、
生
活
と
仕
事
の
相
談

に
応
じ
つ
つ
、
大
量
解
雇
の
即
時
中
止
・
雇

用
保
障
・
住
ま
い
の
保
障
を
求
め
、
労
働
者

派
遣
法
の
改
正
も
要
請
し
た
。
こ
の
運
動
が

労
働
者
派
遣
法
の
改
正
を
後
押
し
し
た
面
が

強
い
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
秋
に
制
度
が
恒
久
化
さ
れ

た
「
求
職
者
支
援
制
度
」
も
こ
う
し
た
取
り

組
み
の
中
で
、
制
度
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ

て
き
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
、「
派
遣
村
」
は

非
正
規
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
に

向
け
た
政
策
形
成
に
も
影
響
を
与
え
た
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
明
ら
か
に
な
っ
た
偽
装

請
負
を
め
ぐ
る
問
題
で
も
、
個
人
加
盟
の
ユ

ニ
オ
ン
が
そ
の
運
動
を
リ
ー
ド
し
た
。
多
く

の
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
、
こ
の
裁
判
を
ユ
ニ
オ

ン
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　

一
方
、
連
合
は
、
二
〇
一
〇
春
闘
の
一
環

と
し
て
、
派
遣
、
請
負
労
働
者
の
処
遇
改
善

に
向
け
、
人
材
派
遣
事
業
二
団
体
と
の
協
議

に
取
り
組
み
、
生
産
技
能
協
会
と
は
四
月
に
、

人
材
派
遣
協
会
と
は
五
月
に
そ
れ
ぞ
れ
共
同

宣
言
を
締
結
し
て
い
る
。

５
．
非
正
規
雇
用
め
ぐ
る
労
働
法

制
等
の
動
き

（
１
）
労
働
契
約
法
、労
働
者
派
遣
法
、パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
法

　

非
正
規
雇
用
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
は
、
昨

年
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
り
、
今
通
常
国

会
で
関
連
法
案
の
改
正
に
向
け
た
審
議
が
始

ま
る
。

　

ま
ず
、「
有
期
労
働
契
約
の
あ
り
方
の
見

直
し
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
一
二
月
の
労
働

政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
で
、「
五
年

を
超
え
て
反
復
更
新
の
場
合
は
、
期
間
の
定

め
の
な
い
労
働
契
約
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
が

適
当
、
雇
止
め
法
理
の
内
容
を
制
定
法
制
化

す
る
こ
と
が
適
当
、
合
理
的
な
理
由
が
な
い

限
り
、
有
期
労
働
契
約
の
条
件
に
つ
い
て
は

職
務
の
内
容
や
配
置
の
変
更
の
範
囲
等
を
考

慮
し
て
、
期
間
の
定
め
を
理
由
と
す
る
不
合

理
な
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
の
が
適
当
」
と

の
建
議
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
考
え
方
を

盛
り
込
ん
だ
改
正
法
案
が
通
常
国
会
に
提
出

さ
れ
る
予
定
だ
。

　

二
〇
一
〇
年
に
上
程
さ
れ
継
続
審
議
と

な
っ
て
い
た
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
案
は
、

先
の
臨
時
国
会
で
登
録
型
派
遣
及
び
製
造
業

派
遣
の
原
則
禁
止
を
削
除
す
る
与
野
党
合
意

が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
再
び
継
続
協
議
と
な

り
、
改
め
て
通
常
国
会
で
審
議
さ
れ
る
見
込

み
だ
。
さ
ら
に
、
改
正
パ
ー
ト
労
働
法
も
施

行
後
三
年
の
見
直
し
の
時
期
に
当
た
り
、
労

働
政
策
審
議
会
雇
用
均
等
分
科
会
で
同
法
の

見
直
し
に
関
す
る
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
増
加
す
る
「
業
務
委
託
」「
請
負
」
等

へ
の
対
応
―
―
労
働
組
合
法
上
の
労
働

者
性

　

実
質
的
に
「
労
働
者
」
で
あ
り
な
が
ら
、

形
式
上
は
「
非
労
働
者
」
扱
い
さ
れ
る
労
務

提
供
者
が
増
え
て
い
る
。「
労
働
者
」
と
し

て
従
業
員
を
雇
用
せ
ず
、「
業
務
委
託
」
す

る
ケ
ー
ス
や
自
営
で
働
く
個
人
事
業
者
に
よ

る
「
請
負
」
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
う

し
た
な
か
、昨
年
四
月
最
高
裁
は
、新
国
立
劇

場
運
営
財
団
事
件
お
よ
び
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
事
件
で
、
労
働
組
合
法
上
の
労
働
者

性
に
つ
い
て
の
判
決
を
下
し
た
。い
ず
れ
の

事
件
も「
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
た
個
人

事
業
主
」
で
あ
っ
て
も
、「
労
組
法
上
の
労

働
者
」
に
あ
た
る
と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
労
働
委
員

会
の
命
令
と
は
異
な
る
判
断
が
地
裁
と
高
裁

で
示
さ
れ
て
き
た
が
、
最
高
裁
が
そ
の
判
断

を
覆
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
動
向
を

受
け
、
厚
生
労
働
省
の
「
労
使
関
係
法
研
究

会
」（
座
長
＝
荒
木
尚
志
・
東
京
大
学
大
学

院
教
授
）
は
七
月
二
五
日
、
労
働
組
合
法
上

の
労
働
者
性
の
判
断
基
準
を
初
め
て
示
す
報

告
書
を
ま
と
め
た
。

　

報
告
書
で
は
「
労
働
組
合
法
上
の
労
働
者

は
、
労
働
基
準
法
上
の
労
働
者
や
労
働
契
約

法
上
の
労
働
者
と
は
異
な
り
、
団
体
交
渉
法

制
に
よ
る
保
護
を
与
え
る
べ
き
対
象
者
と
い

う
視
点
か
ら
検
討
す
べ
き
と
し
て
い
る
」
と

提
起
。
そ
し
て
、
労
働
組
合
法
上
の
労
働
者

に
つ
い
て
「
売
り
惜
し
み
の
き
か
な
い
自
ら

の
労
働
力
と
い
う
特
殊
な
財
を
提
供
し
て
対

価
を
得
て
生
活
す
る
が
ゆ
え
に
、
相
手
方
と

の
個
別
の
交
渉
力
に
格
差
が
生
じ
、
契
約
自

由
の
原
則
を
貫
徹
し
て
は
不
当
な
結
果
が
生

じ
る
た
め
、
労
働
組
合
を
組
織
し
集
団
的
な

交
渉
に
よ
る
保
護
が
図
ら
れ
る
べ
き
も
の
が
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幅
広
く
含
ま
れ
る
」
と
の
主
張
を
展
開
し
て

い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
労
組
法
上
の
労
働
者
性
の

判
断
要
素
を
整
理
し
て
お
り
、「
基
本
的
判

断
要
素
」
と
し
て
、
①
事
業
組
織
へ
の
組
み

入
れ
、
②
契
約
内
容
の
一
方
的
・
定
型
的
決

定
、
③
報
酬
の
労
務
対
価
性
を
あ
げ
、
さ
ら

に
「
補
充
的
判
断
要
素
」
と
し
て
、
④
業
務

の
依
頼
に
応
ず
べ
き
関
係
、
⑤
広
い
意
味
で

の
指
揮
監
督
下
の
労
務
提
供
、
一
定
の
時
間

的
場
所
的
拘
束
―
―
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
労
働
者
性
の
判
断
は
、「
契
約
の
形
式

で
は
な
く
、
就
労
の
実
態
を
重
視
し
て
判
断

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
考
え
方

を
強
調
し
て
い
る
。

　

後
の
事
例
で
紹
介
す
る
新
聞
労
連
や
出
版

労
連
等
で
つ
く
る
日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情
報

労
組
会
議
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
は
、
八
月
一
日
に
細

川
厚
労
相（
当
時
）に
労
使
関
係
法
研
究
会
報

告
書
に
つ
い
て
の
要
請
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
は
加
盟
労
組
の
一
つ
で
あ
る
日
本

音
楽
家
ユ
ニ
オ
ン
が
新
国
立
劇
場
運
営
財
団

事
件
の
当
事
者
。
そ
の
た
め
財
団
側
の
団
交

拒
否
と
そ
れ
を
追
認
し
た
下
級
審
に
よ
る
判

決
に
つ
い
て
、
判
決
の
不
当
性
を
訴
え
る
運

動
を
展
開
し
て
き
た
。

　

要
請
書
で
は
、「
不
当
な
下
級
審
判
決
を

明
確
に
否
定
す
る
最
高
裁
判
決
が
出
さ
れ
た

の
に
あ
い
ま
っ
て
、
研
究
会
が
労
組
法
上
の

労
働
者
性
を
狭
く
限
定
す
る
こ
と
を
否
定
す

る
方
向
で
、
研
究
会
報
告
書
を
ま
と
め
ら
れ

た
こ
と
」
に
つ
い
て
は
評
価
。
そ
の
一
方
、

基
本
的
判
断
要
素
に
一
つ
で
も
明
確
に
あ
て

は
ま
れ
ば
労
働
者
性
を
認
め
る
こ
と
や
、
判

断
基
準
が
労
働
者
性
の
安
易
な
否
定
に
誤
用

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
関
係
各
所
へ
の
的

確
な
周
知
を
要
望
し
た
。

６
．
労
使
自
治
に
よ
る
取
り
組
み

へ
の
期
待

　

最
近
の
こ
う
し
た
動
向
を
振
り
返
る
と
、

非
正
規
雇
用
に
つ
い
て
は
、
労
働
側
は
や
や

も
す
る
と
労
働
政
策
・
法
制
に
対
す
る
期
待

が
強
く
、
労
使
関
係
や
労
使
自
治
を
通
じ
た

解
決
に
つ
い
て
は
、
後
手
に
回
っ
て
い
た
感

が
否
め
な
い
。

　

正
社
員
の
賃
金
・
労
働
条
件
に
関
し
て
は
、

春
闘
シ
ス
テ
ム
と
い
う
労
使
交
渉
の
枠
組
み

の
中
で
、
自
主
的
に
決
定
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
非
正
規
雇
用
の
賃
金
・
労
働
条
件
決
定

に
つ
い
て
は
、
労
組
側
の
関
与
が
著
し
く
乏

し
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
わ
が
国

の
労
働
組
合
が
企
業
別
を
ベ
ー
ス
に
し
て
お

り
、
か
つ
そ
の
大
部
分
が
正
社
員
に
限
定
さ

れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
以
下
の
事
例
で
紹
介
す
る
よ
う

に
労
働
組
合
が
非
正
規
雇
用
の
労
働
者
を
組

織
化
し
、
そ
の
処
遇
改
善
を
図
る
取
り
組
み

は
着
実
に
拡
大
し
て
い
る
。
労
働
政
策
・
法

制
と
労
使
自
治
が
両
輪
と
な
っ
た
非
正
規
雇

用
対
策
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
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